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設定書
ハ ン ド ア ウ ト

 アカ 
 

アカのプレイヤー以外は、 

絶対に内容を読まないでください 
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アカ 

前向きで天真爛漫
てんしんらんまん

なメイド妖精。主な業務は食堂の清掃。 

でも作業が雑で、大体咲夜がもう一回清掃している。 

あなたの行動 

あなたの行動には、他の人に知られたくない秘密
ひ み つ

があります。 

ビックリして顔や口に出してしまわないように、気を付けて読んでいきましょう。 

～１３：００ （全員共通） 

【休憩室】 

午前の仕事が終わり、アカ・アオ・ミドリ・ムラサキの４人は休憩室で休憩していまし

た。 

１３：００～ 

【休憩室】 

１３時の鐘
かね

が鳴りました。お仕事の時間です。 

 

それぞれが部屋から出ていこうとすると、レミリアお嬢様が休憩室に入ってきて、 

「ムラサキ、ちょっと残ってくれない？」とムラサキだけを引き留めました。 

理由が気になりましたが、呼ばれてもいないのに残るわけにはいかないので、自分のお

仕事に向かうことにしました。 

 

【休憩室→大食堂】 

アカの仕事は食堂の清掃
せいそう

です。まずはさっきまでレミリアお嬢様がお食事をされていた

大食堂の清掃からです。 

いつものように、お皿だけは割らないようにちょっとだけ慎重
しんちょう

に、それ以外はスピーデ

ィに片付けていきました。 
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１３：３０頃～ 

【大食堂→倉庫】 

大食堂の清掃も終わり疲れてきたので、倉庫に行って休憩することにしました。 

倉庫に入ると、倉庫の奥でミドリが買い置きのクッキーを食べているのを見つけまし

た。 

ミドリはしまったという顔をしたあと、ニヤリと笑って近寄ってきて、 

「これで共犯
きょうはん

だからね！」と言うと、クッキーを何枚かポケットの中に突っ込んできま

した。返す暇
ひま

もなく、そのまま追い立てるようにミドリに倉庫から追い出されてしまった

ので、仕方なく小食堂の清掃に行くことにしました。 

 

【倉庫→小食堂】 

小食堂に入ってクッキーを取り出してみると、チョコチップの入ったクッキーでした。 

特に食べる気分でもなかったので、ポケットに入れたまま清掃を続けました。 

１４：００～ 

【小食堂→厨房】 

１４時の鐘が鳴りました。さっきは休憩しそびれていたので、すぐ疲れてしまいまし

た。 

ふと先ほどのレミリアお嬢様とムラサキの話が気になり、厨房に行ってみることにしま

した。厨房に入ると、中には誰もいませんでした。でも、とても良い匂
にお

いがします。 

匂いにつられて冷蔵庫
れいぞうこ

を開けてみると、なんと中にはプリンが入っています。 

我慢
が ま ん

できず、そのプリンを一口でパクリと口の中に入れてしまいました。 

プリンは想像
そうぞう

と全く違う味がして気持ち悪くなりましたが、吐
は

き出すわけにもいかず、

むりやり全部飲み込みました。 

さすがにそのままではダメだと思い、新しく皿を出してさっき押し付けられたクッキー

を全て乗せ、冷蔵庫の中に入れておきました。 

プリンの皿は洗い場のシンクの中に。シンクには大食堂を片付けたときの皿が溜
た

まって

いたので、パッと見ではプリンの皿が紛
まぎ

れ込んだことは分からないでしょう。 

 

【厨房→休憩室】 

そっと厨房を抜け出して、休憩室に戻りました。とても気分が悪いです・・・。 
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１４：３０頃～ 

【休憩室】 

あまりに気分が悪くて休憩室で休んでいると、アオが入ってきました。アオが、「どう

したの？ 大丈夫？」と声をかけてきたので、「ちょっと気持ち悪くて。小食堂の掃除が

まだ終わってないの。代
か

わりにやっておいてくれない？」と返事をしました。 

アオは一瞬
いっしゅん

嫌
いや

そうな顔をしましたが、アカの体調が悪いのが嘘
うそ

ではないことは分かった

ようで、「分かった。」と言って休憩室から出ていきました。 

 

【休憩室→小食堂】 

しばらく休んでいると体調も良くなってきたので、自分も小食堂に向かいました。 

しかし、中には誰もいません。アオめ、逃げたな。 

仕方がないので、いつも通りスピード重視で清掃することにしました。 

１５：００ （全員共通） 

【→休憩室】 

１５時の鐘
かね

が鳴り、休憩室に戻ると、メイド長の咲夜さんがいました。 

咲夜さんから厨房にあったレミリアお嬢様のおやつがなくなったことを聞きました。 
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さて、ここまで読んでわかりましたね。 

そう、あなたがこの事件の犯人です。 

あなたの目標 

投票で自分が最
さい

多票
たひょう

にならない ： ６点 

他の 3 人が隠したがっていることを指摘
し て き

する ： １点×４つ（計４点） 

※ 「指摘する」はアカが最初に発言した場合のみ得点になります。 

自白した場合やアカ以外の人が先に指摘した場合は、得点にはなりません。 

行動のヒント（この通りに行動しなくても構いません） 

あなたは犯人です。話が真相
しんそう

へ向かうのをそれとなく阻止
そ し

しつつ、他の３人が隠
かく

したが

っている内容を会議中に指摘していきましょう。あなたはミドリの隠したがっている内容

だけは最初から知っています。ただし、それを指摘することで会議が大きく真相に近づく

可能性があります。指摘するタイミングはなるべく遅らせましょう。 

 

あなたのお仕事は食堂清掃であり、単独で行動していてもおかしくない立場です。困っ

たときには食堂清掃をしていたことにしましょう。また、最初からフワフワと天然な演技

をしておいて、何か追及
ついきゅう

されたときに演技で逃げ切るのも 1 つの手です。 

 

クッキーをプリンの代わりに置いたことが露見
ろ け ん

すると、連鎖
れ ん さ

的に犯人であることがバレ

てしまう可能性があります。あなたが置いたクッキーはその後どうなったのでしょうか？ 

そもそも他の人はおやつが「プリン」であることを知っているのでしょうか？ 状況が見

えるまでは、迂闊
う か つ

なことは言わない方がよいでしょう。 

 

ですが、黙
だま

ってしまうのもよくありません。「指摘する」ためには積極的
せっきょくてき

に発言してい

く必要がありますし、あまり議論
ぎ ろ ん

に参加していないとそれはそれで疑
うたが

われます。議論には

適度に参加しつつ、冗談
じょうだん

めかして「もしかして～～したんじゃないの？」という感じで他

の人の隠
かく

したがっていることを指摘していくのがやりやすいかもしれません。 
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時系列 

 


